
〇児童数の状況
・まだ複式学級は見込まれない。
・ただし、出生数は減少し、男女比に偏りが見える。
・令和１３年度には内海小学校以外の１年生は１０人を下回る。
・半島側の小学１・２年生は、３小学校合わせても１クラス分の人数
となる。

公共施設再編の総合的な見直し(半島側小学校)

「今後の小学校のあり方について検討を始める」

小学校　(1年生はR2.4.2～R3.4.1生まれの子）

学校名＼学年

   　　　 男女別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

10 6 16 9 12 10 10 7 15 14 8 18 71 64

10 2 4 5 5 7 5 10 5 11 7 12 36 47

4 4 7 3 9 7 11 7 6 5 13 5 50 31

4 3 6 6 2 2 10 11 2 6 5 4 29 32

4 3 4 2 5 5 4 3 9 8 3 8 29 29

32 18 37 25 33 31 40 38 37 44 36 47 215 203

令和９年度　小中学校　児童・生徒見込み数　（学年別、男女別）

令和７年５月１日現在

1年 ２年 3年 4年 5年 6年 計

内　海  小学校
16 25 22

豊  浜  小学校
12 9 12

17 29 26

16 19 83

135

みさき　小学校
8 10 16

15

81

7 12 4

18 11 18

日間賀 小学校
7 6 10

21

17 11 58

篠  島  小学校
8 9 61

小学校合計
50 62 64 78

7

81 83 418

小学校　(1年生はR6.4.2～R7.4.1生まれの子）

学校名＼学年

   　　　 男女別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
4 7 4 5 8 10 6 11 10 6 16 9 48 48

3 2 5 6 6 4 7 7 10 2 4 5 35 26

2 6 5 6 8 2 3 4 4 4 7 3 29 25

1 4 5 2 2 3 6 5 4 3 6 6 24 23

1 5 4 4 0 5 4 2 4 3 4 2 17 21

11 24 23 23 24 24 26 29 32 18 37 25 153 143

令和13年度　小中学校　児童・生徒見込み数　（学年別、男女別）

令和７年５月１日現在

1年 ２年 3年 4年 5年 6年 計

内　海  小学校
11 9 18 17 16 25 96

豊  浜  小学校
5 11 10 14 12 9 61

みさき　小学校
8 11 10 7 8 10 54

篠  島  小学校
5 7 5 11 7 12 47

日間賀 小学校
6 8 5 6 7 6 38

小学校合計
35 46 48 55 50 62 296

小学校　(1年生はH30.4.2～H31.4.1生まれの子）

学校名＼学年

   　　　 男女別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
12 10 10 7 15 14 8 18 16 13 10 17 71 79

5 7 5 10 5 11 7 12 15 8 5 11 42 59

9 7 11 7 6 5 13 5 6 15 10 7 55 46

2 2 10 11 2 6 5 4 8 9 9 7 36 39

5 5 4 3 9 8 3 8 10 9 7 12 38 45

33 31 40 38 37 44 36 47 55 54 41 54 242 268

29 26 29

19 23 16

27

9

10 7 17

17 16 75

83

4

12 15 16

みさき　小学校

豊  浜  小学校

21 8

日間賀 小学校

計

150

5年 6年1年 4年２年 3年

22 17

11 19

篠  島  小学校

18 11 18 21

内　海  小学校

16 10117

101

19

83 109 95 510
小学校合計

64 78 81

令和７年度　小中学校　児童・生徒数　（学年別、男女別）

令和７年５月１日現在

小学校のあり方について検討資料
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≪学校の状況≫

≪内海小特別棟 コンクリート爆裂≫ ≪みさき小本校舎 屋上防水劣化≫

公共施設再編の総合的な見直し(半島側小学校)

〇校舎の状況
・全ての学校で耐震性あり。
・豊浜小本校舎以外は建設後、５０
年前後が経過し、老朽化が進行。

学校名 校舎名 建設年度 経過年数
本校舎 昭和48年 51年
特別棟 昭和55年 44年
体育館 昭和53年 46年
本校舎 平成19年 17年
特別棟 昭和53年 46年
体育館 昭和49年 50年
本校舎 昭和55年 44年
特別棟 昭和43年 56年
体育館 昭和43年 56年

内
海
小
豊
浜
小
み
さ
き
小

小学校のあり方について検討資料
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≪南知多町立小中学校適正規模・適正配置基本計画 抜粋≫

公共施設再編の総合的な見直し(半島側小学校)

〇今後のスケジュール
・南知多町立小中学校適正規模・適正配置基
本計画の第１段階の取組後、状況を見なが
ら第２段階に移行。

・ただし、学校は児童生徒の教育のための施
設であるだけでなく、各地域コミュニティ
の核としての性格を有し、防災や地域の交
流の場等、様々な機能を併せもっているた
め、地域に小学校を置いた価値の検討をす
る必要がある。

・令和７年度から、まずは保護者との意見交
換会などを実施し、「小学校のあり方」に
ついて検討を始める。

小学校のあり方について検討資料

3



〇建設候補地

・旧新運動公園、総合体育館周辺、
旧豊浜中学校の３箇所を候補地
として検討する。

・令和７年度、町内全域からのア
クセス面、立地状況、地盤、法
的な課題など建設候補地の比較
検討調査を実施。

南知多中学校新校舎建設の再検討内容
小学校のあり方について検討資料
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〇建設時期
・令和１５年度開校を目標とする。

〇開校目標年の理由
・各種法律への対応、地盤等の調査、用地買収を含めた土地の
整理、新校舎の計画、設計、建設が順調に進んだ場合の最短
時期。

・公債費（町の借金返済額）が落ち着く時期である。

・南知多中学校が全て２学級となる時期で、施設の規模が小さ
くなるため、建設費が抑制できる。

南知多中学校新校舎建設の再検討内容
小学校のあり方について検討資料
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南知多中学校新校舎建設の再検討内容
スケジュール
予定 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３ Ｒ１４ Ｒ１５

地盤等調査

用地交渉・買収
※必要な場合のみ

各種法律への対
応

基本計画
基本設計
実施設計
新校舎建設
新校舎開校

小学校のあり方について検討資料
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